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年度更新（建設の事業）減額訂正（事業廃止等） 

 

■年度更新 （事業所マスタ） 

 事業所マスタの「労保設定」で解除年月日を設定します。 

 

１ ［事業所マスタ］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 

２ 事業所を選択し、［労保設定］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-2 

３ 労働保険関係画面右端の労働保険番号欄から 

  該当の労働保険番号を選択し、 

［変更］をクリックします。 

 

 

 

 

 

図 1-3 
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４ 労働保険登録画面で解除年月日の日付を設定 

  します。 

  設定完了後、［登録］をクリックします。 

 

 

 

 

 

図 1-4 

 

５ 労働保険関係画面で［閉じる］をクリックします。 

   

   

 

 

 

 

 

図 1-5 
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１ 年度更新 賃等入力・賃等報告 

 一括有期から賃金処理をしない、または両保（労災・雇用）の場合 

 事前に、月別賃金入力（又は個人別賃金入力）で各月の賃金を入力する必要があります。 

 

 

 

１ 賃等入力にて、賃金集計を行います。 

  事務組合（または年度更新）タブの 

  ［賃等入力］をクリックします。 

 

  賃金データがない場合は年度更新 P8～から 

データを入力してください。 

 

 

図 1-1（事務組合タブ）                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1-1（年度更新タブ）                  

 

２ 賃等入力画面で、事業所・労働保険番号・年度 

  設定後、［賃金データ読込］をクリックすると、 

  月別賃金入力（又は個人別賃金入力）の各月の 

賃金データから集計し、各月の人数と賃金額を 

表示します。 

 ※各月の該当者や賃金内容を確認したい場合、賃金デ 

ータ読込後、確認したい月の人数又は賃金額部分を 

ダブルクリックするとログが表示されます。 

ログに該当者と金額が表示されます。 

図 1-2                    
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3 賃金の読込む月をずらしたい場合は「読込調整月 

欄」で選択してから［賃金データ読込］をクリッ 

クしてください。 

人数や賃金額を修正したい場合、賃等入力画面で 

直接手修正できます。 

手修正後に、［合計再計算］をクリックしてくだ 

さい。（または賃金データを修正して、２の操作 

を行ってください。） 

図 1-3                  

４ 賃金データ読込後、画面下の内訳印刷ボタンが 

  表示されます。内訳印刷から、各月の個人と金額 

を確認することができます。 

印刷しない場合は、7 に進んでください。 

 

「内訳印刷」をクリックして印刷設定画面を表示 

します。 

※賃金データ読込しないと、「内訳印刷」のボタンは表示 

されません。 

図 1-4 

 

5 印刷設定を確認して、［印刷」をクリックします。 

 

 

図 1-5 

６ プレビュー画面を表示します。 

  ［印刷］をクリックして印刷します。 

  印刷を終了したら、［終了］をクリックします。 

   

印刷設定画面を［閉じる］をクリックして、賃等 

入力画面に戻ります。 

 

 

 

図 1-6 
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７ 賃等入力内容に問題なければ、画面下の［保存］ 

  をクリックします。 

  ［閉じる］をクリックして、賃等入力を閉じます。 

 

 

 

 

 

 

図 1-7  

８ 事務組合（または年度更新）タブの 

［賃金等の報告］をクリックします。 

賃等報告にて労働保険料等算定基礎賃金等の 

報告を印刷します。 

 

 

 

 

 

図 1-8（事務組合タブ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-8-1（年度更新タブ） 

９ 印刷設定画面を確認します。 

 ・対象年度（確定年度）を設定。 

 ・事業所選択：事業所番号指定、期間番号指定、 

  労働保険番号指定のいずれかを選択し、右欄へ 

  選択内容に該当する番号を入力。 

 ・様式選択：様式を選択します。 

・事業所欄出力：出力時チェック付与 

 ・労働保険番号等出力：出力時チェック付与 

  ・事務組合欄出力：出力時チェック付与 

図 1-9                    
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・項目１～13 出力：出力時チェック付与 

・申告済概算保険料：出力時チェック付与 

・委託解除年月日：委託開始解除年月日を見て委託 

          期間外は出力しない時チェッ 

ク付与 

・確定概算年度：出力時チェック付与 

・高年齢差引合計：賃金計より高年齢分を差引いた 

         計（千円単位）を出力する時 

チェック付与 

                     ・予備欄：出力時チェック付与 

                     ・印刷対象ページ１，２，３（白紙印刷時のみ有効） 

：必要ページにチェック付与 

                     ・初年度見込額：１円でも変われば、50/100 未満、 

                             200／100 超のいずれか選択 

                     ・提出日：該当日を設定 

                     ・作成者氏名印字：印字しない、事務組合名印字、 

                              社労士名印字のいずれか選択 

                     ・事業所番号印字：出力時チェック付与 

                     ・印刷プレビュー：印刷時プレビュー表示したい場 

                              合チェック付与 

                      設定確認後、［印刷］をクリックします。 

 

10 印刷プレビュー画面を確認し、［印刷］をクリッ 

クします。 （事業所番号で印刷した場合、複数の 

労働保険番号がありデータ作成していると、複数 

ペ－ジ印   刷されます） 

印刷終了後（又はプレビューにて閉じた場合）、 

［閉じる］で終了します。 

 

図 1-10 

11 印刷設定画面を、［閉じる］をクリックして 

閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-11 
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２ 年度更新 一括有期データ作成 

   一括有期のデータを作成します。両保の場合不要なため、３年度更新 入金処理及び請求処 

理に進んでください。 

 

１ [一括有期]をクリックします。 

 

 

 

   

 

 

 

 

図 2-1 

 

２ 事業所、労働保険番号を選択し、表示をクリックし 

ます。 

  入力している場合、過去の内容が表示されます。 

新規の場合は、何も表示されません。 

   

 

 

 

図２－２ 

３［追加］をクリックすると、空欄の行が追加されます。 

必要箇所を入力します。 

・RID   プログラム管理上の番号です。 

     （操作には関係ないため、設定できません） 

・翌年繰越出力年度：通常設定は不要 

・業種：該当業種を選択 

・並び順：印刷で表示順を変えたい場合、設定 

・事業番号：該当処理の事業番号入力 

・事業の名称：該当事業の名称入力 

図 2-3                 ・事業の所在地：該当事業の所在地入力 

                    ・事業開始日：該当事業の開始年月日入力（和暦） 

                    ・事業終了日：該当事業の終了年月日入力（和暦） 

                    ・発注者の氏名及び住所：該当事業発注者の氏名、住所 

                               入力 
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                    ・請負金額：該当事業の請負金額入力（円単位） 

                    ・加算額：該当事業の加算額がある場合入力（円単位） 

                    ・控除額：該当事業の控除額がある場合入力（円単位） 

                    ・その他○○件：請負代金が５００万円未満の工事で、 

業種と開始時期単位で合算できます。 

合算する場合は、チェックを付与。 

                            印刷や電子申請時、同業種でチェック 

を付与したものを合算した件数と金 

額を算出します。 

                    ・賃金総額：請負金額に労務費率を乗じて算出した金 

                          額ではなく、入力した賃金総額から保険 

料を算出したい場合、入力。（円単位） 

                    ・賃金総額を手入力：賃金総額を入力し、計算処理させ 

る場合、チェックを付与 

 

削除する場合は、該当行のいずれかの項目部分をクリッ

クして［削除］をクリックして下さい。 

 

 

 

 

 

 

図 2-3-1 

４ 各業種毎でメリット料率に該当する場合、［一括有 

期メリット料率設定］をクリックします。 

メリットがなくなった際も、料率を削除する必要が 

あります。（削除しないと、常にメリット率で計算 

されます） 

  不要な場合は、６（P9）へ進んでください。 

  

 

 

図 2-4 
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５ 年度と事業開始時期を選択します。 

  該当する業種にメリット率を設定します。 

  （１／１０００） 

  ［更新］、［閉じる］をクリックします。 

 

 

 

図 2-5 

 

６ ［組機様式８号項目入力］をクリックします。 

総括表、組機様式８号（２段、３段、４段含む） 

利用時に設定します。 

不要な場合は、８（P10）に進んでください。 

 

 

 

 

図 2-6 

７ 必要な項目を設定します。 

  様式によって（段記載なし、２段、３段、４段）、 

必要な項目が異なります。 

 ＜林業の賃金総額＞ 

  木材伐出業（7 桁）、その他の林業（7 桁） 

 ＜そのほかの項目＞ 

  4.常時使用労働者数 

5.事業の概要 

6.新年度賃金見込み額：チェック付与 

『1.前年度と同額』『2.前年度と変わる』『見込 

額（7 桁）』『3.委託解除年月日』『4.委託解除拠 

出金納付済』『0.指定なし』 

7.延納の申請：チェック付与 

図 2-7                    『1.一括納付』『2.分納（3 回）』『0.指定なし』 

                     申告済概算保険料：［データ読込］をクリックする 

と、データを反映します。 

                    ＜予備欄＞ 

                      予備欄１～３（1 期、2 期、3 期） 

設定後、［登録］をクリックします。 

                      ※［データ読込］をクリックすると、組機様式５号に出 

力される内容を読み込みます。 
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８ 年度更新処理を行う前に、必ず［報告書印刷］をク 

リックして印刷プレビューを表示してください。 

 ※印刷プレビューを表示せず、年度更新画面に進んでむと、 

一括有期データ読込時にデータを反映しません。 

 

 

 

 

図 2-8                   

9 報告書印刷設定画面で様式を選択し、設定を行い 

ます。 

 ・報告書、続紙：様式を選択 

 ・出力年度：確定年度を設定 

 ・社労士欄出力：出力時チェックを付与 

 ・印刷プレビュー：チェックを付与 

図 2-9                  ・事業所欄出力：出力時チェックを付与 

                     ・その他：業種毎に改ページする場合、チェックを 

                           付与 

                     ・事務組合欄出力：出力時チェックを付与 

                     ・合計印字：合計を印字する場合、チェックを付与 

                     ・印刷対象：『事業主控』『提出用』（事業所、正、副 

で１セット）、チェックを付与 

                     ・提出先：様式上、労働基準監督署長 殿と印字する 

部分の前に入れる文言を設定（基本都道府 

県名：東京、千葉 等） 

                     ・提出日：（和暦） 

                     ・暫定処置の適用あり：暫定処置に該当する期間が 

                                印刷に含まれる場合で、暫 

                                定処置（105/108）で計 

                                算した結果で処理したい場 

                                合 

                      設定後、［報告書印刷］をクリックして、印刷プレ 

                      ビューを表示します。 
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10 プレビュ画面を表示します。 

   印刷す場合、〔印刷〕をクリックします。 

  （複数の業種で報告書があり、業種で改ページし 

   ている場合は、その続きを続紙で印刷します） 

 

  ［終了］をクリックします。（続紙がある場合は、 

表示ページ毎に［終了］をクリックします） 

 

 

図 2-10 

11 印刷設定画面で［終了］をクリックします。   

 

 

 

 

 

図 2-11 

12 一括有期の画面から［総括表印刷］をクリックし 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-12 

13 総括表印刷設定画面で様式を選択し、設定を行 

  います。 

 ・様式欄：様式を選択 

 ・出力年度：確定年度を設定。 

 ・社労士欄出力：出力時チェックを付与 

 ・印刷プレビュー：チェックを付与 

・事業所欄出力：出力時チェックを付与 

 ・事務組合欄出力：出力時チェックを付与 

 ・労働保険番号出力：出力時チェックを付与 

図 2-13                  ・労務費率出力：出力時チェックを付与 

                      ・保険料率出力：出力時チェックを付与  

                      ・事業の概要出力：出力時チェックを付与 
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 ・開始時期出力：出力時チェックを付与 

・申告済概算保険料：出力時チェックを付与 

 ・提出先：様式上、労働基準監督署長 殿と印字す 

る部分の前に入れる文言を設定 

（基本都道府県名：東京、千葉 等） 

 ・提出日：（和暦） 

 ・暫定処置の適用あり：暫定処置に該当する期間 

が印刷に含まれる場合で 

             暫定処置（105/108）で 

図 2-13-1                            計算した結果で処理したい 

場合 

                       設定後、［印刷］をクリックして、印刷プレビュ 

ーを表示します。 

                       （プレビューしないと年度更新へ反映できませ 

                        ん） 

 

14 年度更新で一括有期データ読込、保存していな 

い場合、メッセージが表示されます。 

一括有期で年度更新をする場合は、問題ない 

ため、［OK］をクリックします。 

  

図 2-14 

 

15 プレビュー画面を表示します。 

   印刷する場合、［印刷］をクリックします。 

 

  ［終了］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-15 
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16 印刷設定画面で［終了］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-16 

 

17 一括有期画面で［終了］をクリックします 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-17 
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３ 年度更新 入金処理及び請求処理 

   今年６月に作成された翌年概算保険料の期別納付額を減額訂正までの期間に今期入金してい 

   る場合は、入金処理を事前に行っておく必要があります。 

   （この処理をしないと、残額（未納）が残ってしまい正しく処理できなくなる場合がありま 

す。） 

   期別納付額の１期分の入金および納付される前であれば、処理は不要です。（入金がないとい 

うことで、概算保険料全額から清算することになります。） 

 

 

１ 今期入金があった分を処理します。 

  事務組合タブの［入金処理］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 

２ 入金処理画面で、入金の実行を行います。 

  対象年度と該当期を設定し、［表示］をクリックし 

  ます。 

 ・一括処理：年度更新処理を行った事業所で未入金 

       のある事業所を全て表示します。 

 ・事業所指定：年度更新処理を行った事業所から、 

        指定した事業所のみで未入金のある 

労働保険番号分を表示します。 

・基幹番号指定：年度更新処理を行った事業所で 

図 3-2                          指定した基幹番号番号のみで未入 

                             金のある分を表示します。 

                     ・労保番号指定：年度更新で保存されている事業所 

                             で指定した労働保険番号で未入金 

                             の場合のみ表示します。 

                      入金処理対象の事業所および労働保険番号、請求 

                      額が表示されます。 

                      （２期を処理する場合、期で２期を選択しますが、 

１期がまだ未入金の場合、１期、２期双方が表示さ 

れます。両方入金処理する場合は、夫々の入金額、 

入金日を設定し、実行して下さい。） 
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３ 各項目にある金額分の入金を行う際、入金額へ金 

額を入力し、入金日を設定（自動表示しますが違 

う場合は手修正下さい）し、［入金実行］をクリッ 

クします。 

  

 

 

 

 

図 3-3 

      ４ 実行完了メッセージを表示します。 

       ［OK］をクリックします。 

 

 

 

 

図 3-4 

5 入金処理を行ったことにより、未入金がなくなり、 

処理が完了します。 

  （今回の減額訂正の場合、一部入金はないと想定 

していますが、残がある場合は表示画面が空欄に 

はなりません） 

  ［閉じる］をクリックします。 

 

 

 

図 3-5 

６ 請求処理画面で残った期のデータを削除します。 

 

 事務組合タブの［請求処理］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

図 3-6 
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７ 請求データ作成画面で残った期のデータを削除し 

ます。 

  減額訂正の該当日以降の納付分は、申告済概算保 

険料に含めないため、削除します。 

  請求年度（概算年度）を設定し、「一括処理」「事業 

所指定」「基幹番号指定」「労保番号指定」のいずれ 

かを選択し、［表示］をクリックします。 

  削除する場合は、労働保険番号のデータの一番下 

図 3-7                    の行から［削除］をクリックしてください。 
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４ 年度更新 減額訂正処理 

 

今年６月までに作成された確定概算保険料の入金および請求処理が終了したら、今年の減額 

訂正の処理を行います。 

 

1 事務組合（または年度更新）タブの 

［年度更新］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1（事務組合タブ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1-2（年度更新タブ） 

 

２ 年度更新画面を表示します。 

  事業所・労働保険番号を選択し、確定年度を設定 

  します。 

 

 

 

 

 

図 4-2 
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３ 区分を選択します。 

  事業廃止等の減額訂正は、＜減額訂正＞を選択し 

  ［業種読込］をクリックします。 

 

 

 

 

 

図 4-3 

 

４ 特別加入者マスタを編集します。 

  （特別加入者がいない場合は、７へ進んでくださ 

い。） 

  年度更新画面左下の［特別加入マスタ］をクリッ 

  クします。 

 

 

 

図 4-4 

 

5 確定・概算期間を変更します。 

  該当者を選択し、[編集] をクリックします。 

 

 

 

 

図 4-5 
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６ 適用月数（確定）と概算月数を変更します。 

  適用月数は、事業廃止等までの月数（実際契約解除 

  までの月数）を設定します。 

 概算月数は、減額訂正のため概算は発生しないた 

め、０と入力します。概算金額も、０と入力します。 

［登録］をクリックします。 

  ※複数加入者がいる場合は、一人ずつ設定が必要です。 

   

 

 

 

 

図 4-6 

 

７ データ入力方法を＜賃金データ読込＞を選択し 

て、［業種読込］をクリックします。 

  （賃金データ作成されている場合は、金額を表示 

   しますが、一括有期の場合は０円となります。） 

  ［一括有期データ読込］をクリックします。 

  （一括有期で該当期間のデータを作成しておく 

  必要があります。） 

 

図 4-7 

 

８ 確定のみ保険料を算出、表示します。 

  （概算欄は表示しません。） 

  ［保存］をクリックし、内容を確認します。 

  ［閉じる］をクリックします。 

 

※申告済概算保険料および充当額（または不足額）は、 

当初の金額より算出されますが、減額訂正処理には 

影響しません。 

図 4-8 
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５ 年度更新 請求処理関係 

   請求データがないことを確認します。 

 

 

１ ［請求処理］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-1 

 

２ 減額訂正のため、概算保険料はありません。 

  請求データに概算年度のデータがないことを 

  確認します。請求年度（概算年）を設定し、労保番 

号指定で労働保険番号（１４桁）を指定して［表示］ 

をクリックします。 

  問題ないことを確認し、［閉じる］をクリックしま 

す。 

  ※不要なデータは削除して、年度更新処理をやり直して 

ください。 

図 5-2 

 

３ ［請求処理関係帳票］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-3 
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４ [申告書内訳総括表]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

図 5-4 

５ 保険料申告書内訳を表示します。 

  概算年度を設定し、労保番号指定で労働保険番号 

（１４桁）を指定して［表示］をクリックします。 

 ※「減額訂正」にした場合は「確定保険料」が「申告済 

概算保険料」に反映する仕様となっています。 

「申告済概算保険料」の金額を印刷させる 

場合、「減額訂正データをそのまま出力」にチェック 

を付けてください。 

 

図 5-5 

6 確定の保険料を確認します。 

  印刷する場合は、［申告書内訳印刷］をクリックし 

  ます。 

    

 

 

 

 

 

図 5-6 

 

7 プレビュー画面を表示します。 

  内容を確認し、［印刷］をクリックします。 

  印刷を完了したら、［終了］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

図 5-7 
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８ 保険料申告書内訳を［閉じる］をクリックして 

終了します。 

   

 

 

 

 

 

図 5-8 

 

９ 請求処理関係帳票画面の［概算・確定保険料申告 

書］をクリックします。 

  （または年度更新タブの［概算・確定保険料申告 

   書］をクリックします。） 

 

 

 

図 5-9 

10 請求年度（概算）を設定し、労保番号指定を選択 

して、［表示］をクリックします。 

［印刷］をクリックします。 

    ※「減額訂正」にした場合は「確定保険料」が「申告済 

概算保険料」に反映する仕様となっています。 

「申告済概算保険料」の金額を印刷させる 

場合、「減額訂正データをそのまま出力」にチェック 

を付けてください。 

 

図 5-10 

11 様式を選択します。（OCR 様式のため、白紙印 

   刷はありません） 

印刷プレビューにチェックを付与し、［印刷］を 

クリックします。 

図 5-11 
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12 印刷位置などを確認して、用紙をプリンタに 

セットして印刷します。 

   印刷を完了したら、［終了］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-12 

13 [閉じる]をクリックし、印刷設定画面を閉じます。 

 

 

 

図 5-13 

 

14 [閉じる]をクリックし、概算確定保険料申告書を 

閉じます。 

 

以上で、減額訂正処理の手順は、終了です。 

 

 

 

 

図 5-14 

 

 

 

 

 

 


